ほしぞらウォッチング　活動報告書

イベント名
ほしぞらウォッチング

「月・木星・土星・プレセペ星団を観よう」
日時
２００６年６月３日（　土　）



場所
アクアドーム前広場

リーダー：松井　　　サブリーダー：興古光　　　ライブ：秋山
記録者
松井

天気
薄曇
星の見え方
薄雲に覆われて、かろうじて1等級と木星が見える

お客様数
ライヴ：約80人　　ウォッチング：約１００人

スタッフ

（敬称略）
興古光、秋山、山田（明）、高木、薄、松井

ほ

し

ぞ

ら

解

説
内容（箇条書き）



反応



担当者より


お客さんの反応

（インタビュー）
　木星・月は薄曇に影響されず、お客さんには好評でした。土星・プレセペ星団は

薄曇と高度が低いのが影響してあまり見えなかったのこと。特に土星は、プラネタリウムで観た土星をイメージしていたらしく、お客さんがそのギャップでちょっとがっかりしていました。

リーダーの感想
《ウォッチング》

· お客さんによく質問されたのは、「土星・木星・月・プレセペ星団は、どの望遠鏡で

観ますか」、観望会場での「星空解説は何時から始まりますか」など、時間や場所の質問が多かったので、こまめにお客さんへのアナウンスやわかりやすい説明

（例えば遠くからでも、望遠鏡に何が見えているのかが一目でわかるような事）をすれば良かったです。

· 上記のことがあったので、もっと自分のアナウンス練習をするべきでした。

· 木星が非常に多くのお客さんが並んでいたので、早い時間帯で他の望遠鏡を

木星に向けるべきでした。

《ライブ》

備考
　初めてのほしぞらウォッチングリーダー担当だったので、いろいろと不安でしたが、当日はなんとか天気に恵まれ、お客さんからの苦情や特に子供たちの怪我や事故がなく、いろいろと課題が残りましたが、無事に終えてよかったです。



☆　機材について　☆　　　　　　２００６年６月３日（土）

ミード２０cm・カセグレン
担当者
山田（明）

見た天体
木星
ｱｲﾋﾟｰｽ・倍率


見え方

（お客様）

担当者意見


タカハシ１０cm・屈折
担当者
高木

見た天体
土星
ｱｲﾋﾟｰｽ・倍率


見え方

（お客様）

担当者意見


ビクセン８cm・屈折
担当者
薄

見た天体
月→土星
ｱｲﾋﾟｰｽ・倍率


見え方

（お客様）

担当者意見


ビクセン１０cm・反射
担当者
高木

見た天体
月
ｱｲﾋﾟｰｽ・倍率


見え方

（お客様）

担当者意見


フジノン双眼鏡　その１
担当者
角田

見た天体
プレセペ星団
ｱｲﾋﾟｰｽ・倍率


見え方

（お客様）

担当者意見


フジノン双眼鏡　その２
担当者


見た天体

ｱｲﾋﾟｰｽ・倍率


見え方

（お客様）

担当者意見


